
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参 考 資 料】 



参 1-1 

参考資料 1 騒音・振動の簡易計測 

工事最盛期のモニタリングとは別に、各工区において、建設機械の稼働に係る騒音・振動の状

況を確認するための簡易計測を実施している。計測中は、周辺からも確認できる位置にモニター

を設置して騒音・振動の値を常時表示するとともに、作業中は適宜、騒音・振動の状況を確認し

て作業騒音・振動の低減に努めた。騒音・振動の計測地点は表 参-1 及び図 参-1、図 参-2 に示

すとおりである。また、モニター表示例を写真 参-1 に示す。 

表 参-1 簡易計測の実施地点 

地点 
番号 

市町村名 所在地 実施箇所 

01 甲府市 上曽根 笛吹川・濁川橋りょう他 

02 中央市 上三條 高架橋（小井川線路橋） 

03 中央市 臼井阿原 釜無川橋りょう他 

04 南アルプス市 藤田 釜無川橋りょう他 

05 富士川町 小林 高架橋（利根川公園交差部） 

06 富士川町 最勝寺 第三南巨摩トンネルほか 

07 富士川町 高下 第四南巨摩トンネル（東工区） 

08 早川町 塩島 塩島発生土置き場 
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参 1-7 

  

 

 

図 参-2(1) 簡易計測の実施地点（01 上曽根） 

 

 

 

  

 

図 参-2(2) 簡易計測の実施地点（02 上三條）

 

 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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図 参-2(3) 簡易計測の実施地点（03 臼井阿原） 

 

 

 

 

 

 

 

図 参-2(4) 簡易計測の実施地点（04 藤田） 

 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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図 参-2(5) 簡易計測の実施地点（05 小林） 

 

 

 

 

 

図 参-2(6) 簡易計測の実施地点（06 最勝寺） 

 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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図 参-2(7) 簡易計測の実施地点（07 高下） 

 

 

 

 

 

図 参-2(8) 簡易計測の実施地点（08 塩島） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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写真 参-1 モニター表示例（03 臼井阿原） 

 



参 2-1 

参考資料 2 降水量及び気温の状況 

 

水資源に関する事後調査、水質及び水資源に関するモニタリングの調査地点付近における、

気象庁が観測した令和３年度の月別日平均の降水量を図 参 2-1、月別平均気温を図 参 2-2 に

示す。 

気象庁の観測地点の位置は、図 参 2-3 のとおりである。  

 

 

図 参 2-1(1) 月別日平均値（上野原市）（単位：mm） 

 

 

図 参 2-1(2) 月別日平均値（富士川）（単位：mm）  

注：気象庁ホームページの正常値のみ取り扱っている。 

資料：「過去の気象データ検索」（令和４年６月現在、気象庁ホームページ）  
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参 2-2 

 

図 参 2-1(3) 月別日平均値（切石）（単位：mm） 

 

 

図 参 2-2(1) 月別平均気温（大月）（単位：℃） 

注：気象庁ホームページの正常値のみ取り扱っている。 

資料：「過去の気象データ検索」（令和４年６月現在、気象庁ホームページ）  
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図 参 2-2(2) 月別平均気温（甲府）（単位：℃）  

 

 

図 参 2-2(3) 月別平均気温（切石）（単位：℃）  

注：気象庁ホームページの正常値のみ取り扱っている。 

資料：「過去の気象データ検索」（令和４年６月現在、気象庁ホームページ）  
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  図 参 2-3(1) 観測地点位置図 
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  図 参 2-3(2) 観測地点位置図 
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図 参 2-3(3) 観測地点位置図 
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図 参 2-3(4) 観測地点位置図 
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図 参2-3(5) 観測地点位置図 



参 3-1-1 

参考資料 3 環境保全の計画に対する令和３年度の環境保全措置の実施状況 

 

3-1 笛吹川・濁川橋りょう他 

 笛吹川・濁川橋りょう新設工事における環境保全の計画に対する令和３年度の環境保全措置の

実施状況を、表 参 3-1-1～表 参 3-1-5（対応する写真は本編「4 環境保全措置の実施状況」を

参照）、図 参 3-1-1～図 参 3-1-6 に示す。 

 なお、動物、生態系、植物に係る環境保全措置の詳細については、希少種保護の観点から非公

開とする。 
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表 参 3-1-1(1) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊粒 

子状物質） 
排出ガス対策型建設機械の採用 〇 排出ガス対策型建設機械を採用している。 表参 3-1-3 

大気質（二酸化窒素、浮遊粒 

子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事規模に合わせた建設機械の設

定 
〇 

作業平面図を用いて適正な規格・台数の重機を使用す

る計画を立て、実施している。 
図参 3-1-3 

騒音 

振動 
低騒音・低振動型建設機械の採用 

〇 低騒音型建設機械を採用している。 表参 3-1-4 

△ 

低振動型建設機械の手配が困難であり、できるだけ型

式の新しい機械を採用している。 

低振動型建設機械の流通台数が増加し、手配が可能に

なれば採用する。 

 

大気質（粉じん等） 仮囲いの設置 〇 

工事ヤードの周囲に仮囲いを設置している。 

なお、河川内の施工区間は、周辺に住居が存在しない

ことから、仮囲いの設置はしない。 

図参 3-1-4(1) 

騒音 
仮囲い・防音シート等の設置によ

る遮音対策 
〇 

工事施工ヤードの周囲に仮囲いを設置している。 

なお、河川内の施工区間は、周辺に住居が存在しない

ことから、仮囲いの設置はしない。 

図参 3-1-4(1) 

大気質（二酸化窒素、浮遊粒 

子状物質） 

騒音 

振動 

建設機械の使用時における配慮 〇 
新規入場者教育及び日々の作業打合せで、高負荷運転

の防止、アイドリングストップ等を指導している。 
図参 3-1-1 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-1-1(2) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊 

粒子状物質） 

騒音 

振動 

建設機械の点検及び整備による性能

維持 
〇 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検及び

整備を実施している。 
図参 3-1-2 

大気質（二酸化窒素、浮遊 

粒子状物質） 

騒音 

振動 

工事従事者への講習・指導 〇 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-1-1 

大気質（粉じん等） 工事現場の清掃及び散水 〇 

定期的に工事現場の清掃を行っている。 

作業状況に応じて周辺道路の清掃及び散水を実施し

ている。 

 

水質（水の濁り） 工事排水の適切な処理 〇 
工事ヤードにタンクを設置し、濁水が生じた際は集

水・沈砂し放流している。 
図参 3-1-6 

水底の底質 
河川内工事における工事排水の適切

な処置 
〇 

工事ヤードにタンクを設置し、濁水が生じた際は集

水・沈砂し放流している。 
図参 3-1-6 

水質（水の濁り） 

水底の底質 
仮締切工の実施 〇 

土のうによる仮締切工を実施し、公共用水域への影響

の低減を図った。 
図参 3-1-6 

水質（水の濁り） 工事排水の監視 〇 
濁水発生時は、定期的に水の濁り・汚れを監視してい

る。 
図参 3-1-6 

水質（水の濁り） 処理装置の点検・整備による性能維持 〇 タンクの点検を行い、性能を維持している。  

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-1-1(3) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

土壌汚染 
仮置場における掘削土砂の適切な管

理 
△ 

事前に地盤内の自然由来重金属等の有無の確認を行

い、地盤内の自然由来重金属等が発生土の受入先の定

めた基準に適合していることを確認する。 

 

土壌汚染 
有害物質の有無の確認と基準不適合

土壌の適切な処理 
△ 

事前に地盤内の自然由来重金属等の有無の確認を行

い、地盤内の自然由来重金属等が発生土の受入先の定

めた基準に適合していることを確認する。 

 

文化財 遺跡の発見に伴う届出 － 

工事施工ヤードにおいて、新たに遺跡が発見された場

合にはその旨を教育委員会へ届出する計画としてい

る。 

 

動物 

植物 
工事従事者への講習・指導 〇 

工事従事者に対して、ヤード外への不用意な立ち入り

やゴミ捨ての禁止等について、講習・指導を実施して

いる。 

図参 3-1-1 

廃棄物 建設発生土の再利用 △ 発生土を公共事業等へ運搬し、活用を計画している。  

温室効果ガス 低炭素型建設機械の採用 △ 

低炭素型建設機械の手配が困難であり、国土交通省の

燃費基準値を参考に、認定された建設機械や基準に近

い性能を有する建設機械を採用している。 

低炭素型建設機械の流通台数が増加し、手配が可能に

なれば採用する。 

 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-1-1(4) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

廃棄物等 
発生土を有効利用する事業者への土

壌汚染に関する情報提供 
△ 

発生土を有効利用する事業者に発生土の自然由来重

金属の含有状況等に係る情報提供を徹底している。 
 

廃棄物等 

温室効果ガス 
副産物の分別、再資源化 〇 場内で細かく分別し、適切に処理している。  

温室効果ガス 高負荷運転の抑制 〇 
新規入場者教育及び日々の作業打合せで、高負荷運転

の抑制を指導している。 
図参 3-1-1 

温室効果ガス 工事規模に合わせた建設機械の設定 〇 
作業平面図を用いて適正な規格・台数の重機を使用す

る計画を立て、実施している。 
図参 3-1-3 

温室効果ガス 
建設機械の点検及び整備による性能

維持 
〇 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を実

施している。 
図参 3-1-2 

温室効果ガス 工事従事者への講習・指導 〇 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-1-1 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-1-2(1) 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊粒 

子状物質） 

騒音 

振動 

資材及び機械の運搬に用いる車両

の運行計画の配慮 
〇 

運行の時期や時間を集中させない等の配慮を行い、計

画している。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊粒 

子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事の平準化 〇 短時間に集中して運行することを避けている。  

大気質（粉じん等） 

資材及び機械の運搬に用いる車両

の出入口、周辺道路の清掃及び散

水、タイヤの洗浄 

〇 
作業状況に応じて、周辺道路の清掃及び散水、タイヤ

洗浄を実施している。 
 

大気質（粉じん等） 
荷台への防じんシート敷設及び散

水 
△ 

必要に応じて防じんシートの敷設・散水を実施してい

る。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊粒 

子状物質） 

騒音 

振動 

温室効果ガス 

資材及び機械の運搬に用いる車両

の点検及び整備による性能維持 
〇 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を実

施している。 
図参 3-1-2 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-1-2(2) 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊 

粒子状物質） 

騒音 

振動 

環境負荷低減を意識した運転の徹底 〇 

新規入場者教育及び日々の作業打合せで、法定速度遵

守、アイドリングストップ、エコドライブ等を指導し

ている。 

図参 3-1-1 

図参 3-1-5 

大気質（二酸化窒素、浮遊 

粒子状物質） 

騒音 

振動 

温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 〇 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-1-1 

温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最

適化 

〇 
国の重量車の燃費基準の最新の認定を受けた車種を

できる限り使用している。 
表参 3-1-5 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-1-3 排出ガス対策型建設機械採用実績（一例） 

特定特殊自動車の 

車名及び型式 

特定原動機の 

名称及び型式 
機種 

適用区分 

環境省 国交省 

住友建機 HA60W-10 
いすゞ 

アスファルトフィニッシャー 
2011 年 

基準適合車 

2011 年 

基準適合車 4JJ1X 

酒井重工 TW502 
クボタ 

コンバイントローラー 
排出ガス基準 

適合車 

排出ガス基準 

適合車 D1503-T-EDM 

住友建機 HB1432W 
クボタ 

ミニアスファルトフィニッシャー 
2014 年 

基準適合車 

2014 年 

基準適合車 V3300-EDM 

住友建機 HN220WHH-5 
クボタ 

タイヤローラー 
2011 年 

基準適合車 

2011 年 

基準適合車 V3800-CR-TI-YDN 

 

表 参 3-1-4 低騒音型建設機械採用実績（一例） 

指定番号注 機種 型式 諸元 

3427  バックホウ ZX200LC-3 山積容量 0.8m3 平積容量 0.56m3 

3426   バックホウ  ZX200-3 山積容量 0.8m3 平積容量 0.56m3 

6018   バックホウ  SH125X-7 山積容量 0.45m3 平積容量 0.33m3 

5454  ホイールクレーン GR-600N-1 吊上能力 60ｔ×2.8ｍ 

注：指定番号は環境省より指定されている低騒音型建設機械を示す。 

 

表 参 3-1-5 工事用車両における低燃費車種の採用実績（一例） 

社名 
通称名 最大積載量 燃費 燃費基準 

達成レベル注 車種 型式 （kg） （km/L） 

日産 軽自動車 5BD-DR17V 350 16.0 103 

注：燃費基準達成レベルは「自動車の燃費性能の評価及び公表に関する実施要領（平成 16年国土交通省告示 

   第 61 号）」に基づき、燃費性能を評価しており「100」以上の数値で平成 27年度燃費基準を満足してい 

   ることを示す。 
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図 参 3-1-1 新規入場者教育資料（笛吹川・濁川橋りょう他）（一部抜粋） 
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※建設機械においては上表を用いて作業開始前に毎日点検を実施している 
図 参 3-1-2 建設機械点検表（記入様式一例） 
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※重機作業計画を使用し作業に必要な重機の配置、安全設備の確認をしている 

図 参 3-1-3 重機作業計画（一例） 
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図 参 3-1-4(1) 工事施工ヤード設備配置図（笛吹川左岸） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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（本図は自社の測量成果物を用いている） 

 

 

 

  

図 参 3-1-4(2) 工事施工ヤード設備配置図（笛吹川左岸） 
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（本図は自社の測量成果物を用いている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 参 3-1-4(3) 工事施工ヤード設備配置図（濁川左岸） 
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図 参 3-1-5 運転計画打合わせ資料（一例） 
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（本図は自社の測量成果物を用いている） 

 

図 参 3-1-6  工事施工ヤードにおける水環境に関する計画面の環境保全措置（濁川左岸）（土のう設置時） 



参 3-2-1 

3-2 高架橋（小井川線路橋） 

 高架橋新設（小井川線路橋）工事における環境保全の計画に対する令和３年度の環境保全措置

の実施状況を、表 参 3-2-1～表 参 3-2-5（対応する写真は本編「4 環境保全措置の実施状況」

を参照）、図 参 3-2-1～図 参 3-2-6 に示す。 

 なお、動物、生態系、植物に係る環境保全措置の詳細については、希少種保護の観点から非公

開とする。 
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表 参 3-2-1(1) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 
排出ガス対策型建設機械の採用 ○ 排出ガス対策型建設機械を採用している。 表参 3-2-3 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事規模に合わせた建設機械の設定 ○ 
作業平面図を用いて適正な規格・台数の重機を使用す

る計画を立て、実施している。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事の平準化 ○ 偏った施工とならないよう、工事を平準化している。  

騒音 

振動 
低騒音・低振動型建設機械の採用 

○ 低騒音型建設機械を採用している。 表参 3-2-4 

△ 

低振動型建設機械の手配が困難であり、できるだけ型

式の新しい機械を採用している。 

低振動型建設機械の流通台数が増加し、手配が可能に

なれば採用する。 

 

大気質（粉じん等） 仮囲いの設置 ○ 工事ヤードの周囲に仮囲いを設置している。 図参 3-2-4 

騒音 
仮囲い・防音シート等の設置による遮

音対策 
○ 

工事施工ヤードの周囲に仮囲いを設置している。 

なお、仮囲いの高さは住居等周辺環境を考慮し、3.0ｍ

としている。 

図参 3-2-4 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-2-1(2) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

建設機械の使用時における配慮 ○ 
新規入場者教育及び日々の作業打合せで、高負荷運転

の防止、アイドリングストップ等を指導している。 
図参 3-2-1 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

建設機械の点検及び整備による性能

維持 
○ 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を実

施している。 

図参 3-2-1 

図参 3-2-2 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

工事従事者への講習・指導 ○ 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-2-1 

大気質（粉じん等） 工事現場の清掃及び散水 ○ 

定期的に工事現場の清掃を行っている。 

作業状況に応じて周辺道路の清掃及び散水を実施し

ている。 

 

水質（水の濁り、水の汚れ） 工事排水の適切な処理 △ 
工事ヤードに濁水処理施設を設置し、工事排水を適切

に処理する計画としている。 
 

水質（水の濁り、水の汚れ） 工事排水の監視 △ 

工事排水の水質を監視する計画としている。 

工事排水を放流する河川の水質のモニタリングを実

施している。 

 

水質（水の濁り、水の汚れ） 処理装置の点検・整備による性能維持 △ 
濁水処理施設の点検を行い、性能を維持する計画とし

ている。 
 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 

 



 

 

参
3
-
2-
4 

表 参 3-2-1(3) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

土壌汚染 工事排水の適切な処理 △ 
工事ヤードに濁水処理施設を設置し、工事排水を適切

に処理する計画としている。 
 

土壌汚染 
仮置き場における掘削土砂の適切な

管理 
△ 

事前に自然由来金属等の有無を確認し、基準に適合し

た土砂のみを仮置いている。 
 

土壌汚染 
有害物質の有無の確認と基準不適合

土壌の適切な処理 
△ 

事前に自然由来金属等の有無を確認し、基準に適合し

た土砂のみを仮置いている。区分土と判定する土砂は

生じていない。 

 

日照阻害 
鉄道施設（嵩上式）の構造物の形式・

配慮等の工夫 
○ 

高架橋の設計において、可能な限り径間長と桁下空間

を確保することで、日照阻害の影響を低減する計画と

している。 

 

電波障害 
鉄道施設（嵩上式、駅）の構造物の形

式・配慮等の工夫 
○ 

高架橋の設計において、可能な限り径間長と桁下空間

を確保することで、電波障害の影響を低減する計画と

している。 

 

文化財 遺跡の発見に伴う届出 － 

工事施工ヤードにおいて、新たに遺跡が発見された場

合にはその旨を教育委員会へ届出する計画としてい

る。 

 

景観 構造物の形状の配慮 ○ 

社外の有識者による景観検討会において検討した内

容を橋脚、橋側歩道の形状及び桁構造に反映すること

で、景観等への影響を低減する計画としている。 

 

人と自然との触れ合いの

活動の場 

鉄道施設の形状等の工夫による近傍

の風景への調和の配慮 
○ 

社外の有識者による景観検討会において検討した内

容を橋脚、橋側歩道の形状及び桁構造に反映すること

で、近傍の風景への調和に配慮し、快適性への影響を

低減する計画としている。 

 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-2-1(4) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

廃棄物等 建設発生土の再利用 △ 
発生土を公共事業等へ運搬し、活用する計画として

いる。 
 

温室効果ガス 低炭素型建設機械の採用 △ 

低炭素型建設機械の手配が困難であり、国土交通省

の燃費基準値を参考に、認定された建設機械や基準

に近い性能を有する建設機械を採用している。 

低炭素型建設機械の流通台数が増加し、手配が可能

になれば採用する。 

 

廃棄物等 
発生土を有効利用する事業者へ

の情報提供 
△ 

発生土を有効利用する事業者に発生土の自然由来

重金属の含有状況等に係る情報提供を計画してい

る。また、動植物の重要な生息地・生育地や自然度

の高い区域等の改変を防止するための措置につい

ても情報提供を計画している。 

 

廃棄物等 

温室効果ガス 
副産物の分別、再資源化 ○ 

木くずやコンクリートガラを分別し、適正に処分し

ている。 
 

温室効果ガス 高負荷運転の抑制 ○ 
新規入場者教育及び日々の作業打合せで、高負荷運

転の抑制を指導している。 
図参 3-2-1 

温室効果ガス 
工事規模に合わせた建設機械の

設定 
○ 

作業平面図を用いて適正な規格・台数の重機を使用

する計画を立て、実施している。 
 

温室効果ガス 
建設機械の点検及び整備による

性能維持 
○ 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を

実施している。 
図参 3-2-2 

温室効果ガス 工事従事者への講習・指導 ○ 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等につい

て、講習・指導を行っている。 
図参 3-2-1 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-2-2(1) 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

運行計画の配慮 
○ 

運行台数の上限を定め、計画的に車両を運行してい

る。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事の平準化 ○ 偏った施工とならないよう、工事を平準化している。  

大気質（粉じん等） 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

出入口、周辺道路の清掃及び散水、タ

イヤの洗浄 

○ 
作業状況に応じて、車両出入口、周辺道路の清掃及び

散水、タイヤ洗浄を実施している。 
 

大気質（粉じん等） 荷台への防じんシート敷設及び散水 △ 
発生土積込後、ダンプトラック荷台に防じんシートを

敷設し飛散防止を行う計画としている。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

温室効果ガス 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

点検及び整備による性能維持 
○ 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を実

施している。 
図参 3-2-2 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-2-2(2) 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

環境負荷低減を意識した運転の徹底 ○ 

新規入場者教育及び日々の作業打合せで、法定速度遵

守、アイドリングストップ、エコドライブ等を指導し

ている。 

図参 3-2-1 

図参 3-2-6 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 ○ 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-2-1 

温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最

適化 

○ 

できるだけ低燃費車種を採用している。 

積込機械による積込回数を予め定め、効率的な積載量

としている。 

運行台数の上限を定め、計画的に車両を運行してい

る。 

表 参 3-2-5 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-2-3 排出ガス対策型建設機械採用実績（一例） 

特定特殊自動車の 

車名及び型式 

特定原動機の 

名称及び型式 
機種 

適用区分 

環境省 国交省 

ヤンマーホール 

ディングス㈱ 
VIO-20 

ヤンマー 
ショベル・ローダ ― 

第 3 次基準 

適合車 3TNV76-PBV1 

コベルコ 

建機㈱ 
SK55-SR 

ヤンマー 
ショベル・ローダ 

2014 年 

基準適合車 
― 

YDM-4TNV88C 

コベルコ 

建機㈱ 
SK135-SR 

いすず 
ショベル・ローダ 

2014 年 

基準適合車 
― 

4JJ1XDRA 

酒井重工業㈱ TW502-1 
クボタ 

振動ローラ ― 
第 2 次基準 

適合車 V2203-EDM 

 

表 参 3-2-4 低騒音型建設機械採用実績（一例） 

指定番号注 機種 型式 諸元 

3060 バックホウ VIO-20 山積容量 0.066m3 平積容量 0.047m3 

6170 バックホウ SK55-SR 山積容量 0.16m3 平積容量 0.14m3 

6093 バックホウ SK135-SR 山積容量 0.5m3 平積容量 0.38m3 

3825 振動ローラー TW502-1 車両総重量 3.54t 

注：指定番号は環境省より指定されている低騒音型建設機械を示す。 

 

表 参 3-2-5 工事用車両における低燃費車種の採用実績（一例） 

社名 
通称名 最大積載量 燃費 燃費基準 

達成レベル注１ 車種 型式 （kg） （km/L） 

日野 ４t ﾀﾞﾝﾌﾟ 2KG-FC2ABA 3.550 7.4 102 

注：燃費基準達成レベルは「自動車の燃費性能の評価及び公表に関する実施要領（平成 16年国土交通省告示 

   第 61 号）」に基づき、燃費性能を評価しており「100」以上の数値で平成 27年度燃費基準を満足してい 

   ることを示す。 
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図 参 3-2-1 新規入場者教育資料（小井川線路橋）（一部抜粋） 
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※建設機械においては上表を用いて作業開始前に毎日点検を実施している 
図 参 3-2-2 建設機械点検表（記入様式一例） 

現場名

年 月 機械名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

2.　処理欄には不良の場合の状況及び不良箇所の是正を明記すること。 年

始動性はよいか

車両系建設機械
中央新幹線山梨県内高架橋ほか新設 利根川工区

令和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付

　　　　点検項目

冷却水の水量、漏れはないか

ラジエター、ホース、ファンに損傷、汚れ、洩れはないか

オイル系統に油量、汚れ、洩れはないか

吸排水器管のゆるみ、ガス漏れ、異音はないか

エアエレメントに損傷、汚れはないか

クラッチの作動、滑りはよいか

コントロール装置に損傷、がた、ゆるみはないか

フットブレーキ、駐車ブレーキの作動、汚れ、がた、損傷はないか

散水装置のつまりはないか

持込み受理証、取扱い責任者の表示はしてあるか

灯火装置は、点灯するか。

点検者

処理

1.　評価欄記号　○・異常なし、×修理・交換・調整を要す。

西暦 2017



 

参 3-2-11 

 

 

 
図 参 3-2-3 発生土の自然由来の重金属等及び酸性化可能性に関する濃度計量証明書（一例） 
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図 参 3-2-4 工事施工ヤード設備配置計画図（JR 身延線東側） 

 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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（本図は自社の測量成果物を用いている） 

図 参 3-2-5 工事施工ヤード設備配置計画図(JR 身延線西側) 
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図 参 3-2-6 運転計画打合わせ資料（一例） 



参 3-3-1 

3-3 釜無川橋りょう他 

 釜無川橋りょう新設工事における環境保全の計画に対する令和３年度の環境保全措置の実施状

況を、表 参 3-3-1～表 参 3-3-6（対応する写真は本編「4 環境保全措置の実施状況」を参照）、

図 参 3-3-1～図 参 3-3-5 に示す。 

 なお、令和２年 11月公表の「中央新幹線山梨県内高架橋ほか新設工事における環境保全につい

て（臼井阿原地内）」で示した中央新幹線山梨県内高架橋ほか新設工事の一部区間（以下、「先行

着手区間」という。）は、釜無川橋りょう新設工事の施工区間に内包されるため、先行着手区間の

工事中にする環境保全措置は、釜無川橋りょう新設工事における内容の一部として、まとめて記

載する。 

 動物、生態系、植物に係る環境保全措置の詳細については、希少種保護の観点から非公開とす

る。 
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表 参 3-3-1(1) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 
排出ガス対策型建設機械の採用 〇 排出ガス対策型建設機械を採用している。 表参 3-3-3 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事規模に合わせた建設機械の設定 〇 
作業平面図を用いて適正な規格・台数の重機を使用す

る計画を立て、実施している。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事の平準化 〇 偏った施工とならないよう、工事を平準化している。  

騒音 

振動 
低騒音・低振動型建設機械の採用 

〇 低騒音型建設機械を採用している。 表参 3-3-4 

△ 

低振動型建設機械の手配が困難であり、できるだけ型

式の新しい機械を採用している。 

低振動型建設機械の流通台数が増加し、手配が可能に

なれば採用する。 

 

大気質（粉じん等） 仮囲いの設置 〇 工事ヤードの周囲に仮囲いを設置している。 図参 3-3-3 

騒音 
仮囲い・防音シート等の設置による遮

音対策 
〇 

工事ヤードの周囲に仮囲いを設置している。 

なお、仮囲いの高さは住居等周辺環境を考慮し、3.0ｍ

としている。 

 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-3-1(2) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

建設機械の使用時における配慮 〇 
新規入場者教育及び日々の作業打合せで、高負荷運転

の防止、アイドリングストップ等を指導している。 
図参 3-3-1 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

建設機械の点検及び整備による性能

維持 
〇 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を実

施している。 
図参 3-3-2 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

工事従事者への講習・指導 〇 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-3-1 

大気質（粉じん等） 工事現場の清掃及び散水 〇 

定期的に工事現場の清掃を行っている。 

作業状況に応じて周辺道路の清掃及び散水を実施し

ている。 

 

水質（水の濁り、水の汚れ） 工事排水の適切な処理 〇 
工事ヤードに濁水処理施設及び沈砂池を設置し、工事

排水を適切に処理している。 
図参 3-3-3 

水底の底質 
河川内工事における工事排水の適切

な処理 
〇 

河川内工事ヤードに濁水処理施設及び沈砂池を設置

し、工事排水を適切に処理している。 
図参 3-3-3 

水質（水の濁り、水の汚れ） 仮締切工の実施 〇 
土のう等による仮締切工を実施し、公共用水域への影

響を低減した。 
図参 3-3-3 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-3-1(3) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

水質（水の濁り、水の汚れ） 工事排水の監視 〇 

工事排水の水質を監視している。 

工事排水を放流する河川の水質のモニタリングを実

施している。 

表参 3-3-6 

水質（水の濁り、水の汚れ） 処理装置の点検・整備による性能維持 〇 濁水処理施設の点検を行い、性能を維持している。  

土壌汚染 工事排水の適切な処理 〇 
工事ヤードに濁水処理施設及び沈砂池を設置し、工事

排水を適切に処理している。 
 

土壌汚染 
仮置き場における掘削土砂の適切な

管理 
〇 

発生土を一定期間仮置きする場合には、粉じん飛散防

止シートや粉じん飛散防止剤を塗布し、雨水等による

重金属等の流出を防止している。 

 

土壌汚染 
有害物質の有無の確認と基準不適合

土壌の適切な処理 
〇 

発生土受入先の基準に則り、自然由来重金属の含有状

況等の試験を行っている。 

基準を超えた発生土は関係法令等に基づき、適切に処

分している。 

図参 3-3-4 

日照阻害 
鉄道施設（嵩上式）の構造物の形式・

配置等の工夫 
〇 

高架橋の設計において約 30ｍとし桁下空間を確保す

ることで、工事施工ヤード周辺に住居等が存在する区

間における日照阻害の影響を低減する計画としてい

る。 

 

電波障害 
鉄道施設（嵩上式、駅）の構造物の形

式・配置等の工夫 
〇 

高架橋の設計において約 30ｍとし桁下空間を確保す

ることで、電波障害の影響を低減する計画としてい

る。 

 

文化財 遺跡の発見に伴う届出 － 
工事施工ヤードにおいて新たに遺跡が発見された場

合にはその旨を教育委員会へ届出る計画である。 
 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-3-1(4) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

動物 

植物 
汚濁処理施設及び仮設沈砂池の設置 〇 

工事ヤードに濁水処理施設及び沈砂池を設置し、工事

排水を適切に処理している。 
 

動物 

植物 
工事従事者への講習・指導 〇 

工事従事者に対して、ヤード外への不用意な立ち入り

やゴミ捨ての禁止等について、講習・指導を実施した。 
図参 3-3-1 

景観 構造物の形状の配置 〇 

社外の有識者による景観検討会において検討した内

容を橋脚、橋側歩道の形状及び桁構造に反映すること

で、景観等への影響を低減する計画としている。 

 

人と自然との触れ合いの

活動の場 

鉄道施設の形状等の工夫による近傍

の風景への調和の配慮 
〇 

社外の有識者による景観検討会において検討した内

容を橋脚、橋側歩道の形状及び桁構造に反映すること

で、近傍の風景への変化を低減する計画としている。 

 

廃棄物 建設汚泥の脱水処理 〇 建設汚泥の脱水処理を行っている。  

廃棄物 建設発生土の再利用 〇 発生土を公共事業等へ運搬し、活用している。  

温室効果ガス 低炭素型建設機械の採用 △ 

低炭素型建設機械の手配が困難であり、国土交通省の

燃費基準値を参考に、認定された建設機械や基準に近

い性能を有する建設機械を採用している。 

低炭素型建設機械の流通台数が増加し、手配が可能に

なれば採用する。 

表参 3-3-5 

廃棄物 
発生土を有効利用する事業者への情

報提供 
〇 

発生土を有効利用する事業者に発生土の自然由来重

金属の含有状況等に係る情報提供を徹底している。ま

た、動植物の重要な生息地・生育地や自然度の高い区

域等の改変を防止するための措置についても情報提

供を行っている。 

 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-3-1(5) 工事による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

廃棄物 

温室効果ガス 
副産物の分別、再資源化 〇 

木くずやコンクリートガラを分別し、適正に処分して

いる。 
 

温室効果ガス 高負荷運転の抑制 〇 
新規入場者教育及び日々の作業打合せで、高負荷運転

の抑制を指導している。 
図参 3-3-1 

温室効果ガス 工事規模に合わせた建設機械の設定 〇 
作業平面図を用いて適正な規格・台数の重機を使用す

る計画を立て、実施している。 
 

温室効果ガス 
建設機械の点検及び整備による性能

維持 
〇 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を実

施している。 
 

温室効果ガス 工事従事者への講習・指導 〇 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-3-1 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-3-2(1) 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

運行計画の配慮 
〇 

計画的に車両を運行し、運行時期や時間を集中させな

いようにしている。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、粉じん等） 

騒音 

振動 

工事の平準化 〇 偏った施工とならないよう、工事を平準化している。  

大気質（粉じん等） 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

出入口、周辺道路の清掃及び散水、タ

イヤの洗浄 

〇 
作業状況に応じて、車両出入口、周辺道路の清掃及び

散水、タイヤ洗浄を実施している。 
 

大気質（粉じん等） 荷台への防じんシート敷設及び散水 〇 
発生土積込後、ダンプトラック荷台に防じんシートを

敷設し飛散防止を行った。 
 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

温室効果ガス 

資材及び機械の運搬に用いる車両の

点検及び整備による性能維持 
〇 

法令に定められた点検・整備のほか、日々の点検を実

施している。 
 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-3-2(2) 資材及び機械の運搬に用いる車両の運行による影響を低減させるための環境保全措置 

環境要素 環境保全措置 令和３年度の実施状況 備考 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

環境負荷低減を意識した運転の徹底 〇 

新規入場者教育及び日々の作業打合せで、法定速度遵

守、アイドリングストップ、エコドライブ等を指導し

ている。 

図参 3-3-1 

図参 3-3-5 

大気質（二酸化窒素、浮遊

粒子状物質） 

騒音 

振動 

温室効果ガス 

工事従事者への講習・指導 〇 
点検・整備、環境負荷低減を考慮した運転等について、

講習・指導を行っている。 
図参 3-3-1 

温室効果ガス 

低燃費車種の選定、積載の効率化、運

搬計画の合理化による運搬距離の最

適化 

〇 

できるだけ低燃費車種を採用している。 

積込機械による積込回数を予め定め、効率的な積載量

としている。 

運行台数の上限を定め、計画的に車両を運行してい

る。 

表参 3-3-5 

凡例 ○：実施、△：今後実施、－：今回は対象外 
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表 参 3-3-3 排出ガス対策型建設機械採用実績（一例） 

特定特殊自動車の 

車名及び型式 

特定原動機の 

名称及び型式 
機種 

適用区分 

環境省 国交省 

キャタピラー 

ジャパン㈱ 
314E 

キャタピラー 
ショベル・ローダ 

2011 年 

基準適合車 
― 

WDP-C4.4 

キャタピラー 

ジャパン㈱ 
325FLCR 

キャタピラー 
ショベル・ローダ 

2014 年 

基準適合車 
― 

YDR-C4.4 

キャタピラー 

ジャパン㈱ 
320D 

キャタピラー 
バックホウ ― 

第 2 次基準 

適合車 3066-E3T 

コベルコ 

建機㈱ 
EDR-YB05 

日野 
ショベル・ローダ 

2006 年 

基準適合車 
― 

J05E-TA 

 

表 参 3-3-4 低騒音型建設機械採用実績（一例） 

指定番号注 機種 型式 諸元 

5017 バックホウ 314E CR 山積容量 0.45m3 平積容量 0.34m3 

5906 バックホウ 325FL CR  山積容量 0.9m3 平積容量 0.7m3 

3347 バックホウ 320D 山積容量 0.8m3 平積容量 0.6m3 

3851 バックホウ SK225SR 山積容量 0.8m3 平積容量 0.59m3 

注:指定番号：環境省より指定されている低騒音型建設機械を示す。 

 

表 参 3-3-5 工事用車両における低燃費車種の採用実績（一例） 

社名 
通称名 最大積載量 燃費 燃費基準 

達成レベル注 車種 型式 （kg） （km/L） 

日野 ４t ﾀﾞﾝﾌﾟ BKG-FC7JCYA 4,275 7.30 100 

注:燃費基準達成レベルは「自動車の燃費性能の評価及び公表に関する実施要領（平成 16年国土交通省告示 

第 61 号）」に基づき、燃費性能を評価しており「100」以上の数値で平成 27年度燃費基準を満足している 

ことを示す。 
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表 参 3-3-6 工事排水の監視（pH、SS、水温）（記入様式） 
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図 参 3-3-1 新規入場者教育資料（一部抜粋） 
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※建設機械においては上表を用いて作業開始前に毎日点検を実施している 

図 参 3-3-2 建設機械点検表（記入様式一例） 

現場名

年 月 機械名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

2.　処理欄には不良の場合の状況及び不良箇所の是正を明記すること。 年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付

　　　　点検項目

車両系建設機械
中央新幹線山梨県内高架橋ほか新設 田富工区

令和

灯火装置は、点灯するか。

冷却水の水量、漏れはないか

ラジエター、ホース、ファンに損傷、汚れ、洩れはないか

オイル系統に油量、汚れ、洩れはないか

吸排水器管のゆるみ、ガス漏れ、異音はないか

エアエレメントに損傷、汚れはないか

始動性はよいか

クラッチの作動、滑りはよいか

コントロール装置に損傷、がた、ゆるみはないか

フットブレーキ、駐車ブレーキの作動、汚れ、がた、損傷はないか

散水装置のつまりはないか

持込み受理証、取扱い責任者の表示はしてあるか

処理

1.　評価欄記号　○・異常なし、×修理・交換・調整を要す。

西暦 2017

点検者
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図 参 3-3-3(1) 工事施工ヤード設備配置図（釜無川右岸） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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図 参 3-3-3(3) 工事施工ヤード設備配置図（釜無川左岸） 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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図 参 3-3-3(5) 工事施工ヤード設備配置図（釜無川左岸） 

 

 

 

 

 

（本図は自社の測量成果物を用いている） 
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図 参 3-3-4 発生土の自然由来の重金属等及び酸性化可能性に関する濃度計量証明書（一例） 
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図 参 3-3-5  運搬計画打合せ資料（一例） 




